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速報！
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「生物の生息・生育・
繁殖の場」を河川環
境の定量的な目標

として設定

国交省サイトより:https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000236.html



本日の話題提供

• 生物多様性ネットゲイン（生物多様性クレジット）

• 官民ブレンドファイナンス事例としてワイヤ川

• 国内の現状
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開発前と比べて生物多様性を
10%増加させること
（2021年11月に成立した英国の環境法で義務付け）
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イングランドの生物多様性ネットゲイン政策

出典：https://www.gov.uk/government/news/world-leading-environment-act-becomes-law



環境法（2021年11月成立）

• ネットゲインが環境法において計画の許可条件
（※2024年2月12日より必須）

– すくなくとも+10%の生物多様性価値（value）
– 生物多様性価値は生物多様性メトリックで算出

– 開発後の価値は事業終了時を予測して算定

– 開発後の価値は少なくとも30年間維持が義務
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生物多様性メトリック（評価手法）について
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生物多様性メトリック（評価手法）について①

• 生物多様性の評価は種でなく、生息場を評価する

• Biodiversity Metric 4.0が2023年3月に公表

• 生物多様性ユニットで価値を計量（評価の「貨幣」）
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生物多様性ユニット 生息場 質

開発後ユニット 開発前ユニット Net Change

これが10％増
であればOK！

100115 15

※法定生物多様性メトリックが2023年11月公表、2024年２月更新



生物多様性メトリック（評価手法）について②
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生物多様性ユニット 生息場 質

特色 状態 戦略的意義

※希少性など ※計画の位置づけ

※質は下記の３つで評価

開発前のユニットの評価（ベースラインとも言う）（Pre-intervension or Baseline）

※生息場は森林のような面積生息場(ha)と
河川のような線分生息場（km）があり、個別に計算



生物多様性メトリック（評価手法）について③
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生物多様性ユニット 生息場 質

特色 状態 戦略的意義

※希少性など ※計画の位置づけ

※質は開発前の３つにリスクを加える

開発後のユニットの評価（Post-intervension）

困難さ 時間的リスク※リスク評価 空間的リスク



生物多様性クレジットとは？

• 開発などで生物多様性に与える影響を別の
場所で相殺する「生物多様性オフセット」を実
施するため生態系への影響を定量化し、金
銭などの交換できるようしたもの

• 二酸化炭素の排出権取引におけるカーボン
クレジットの生物多様性版
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生物多様性クレジット（イメージ）
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創出されたクレジット

• 環境改善によって生物多様
性クレジットが創出される

• 休耕田で湿地を再生する

• 人工的河川を自然再生する



BNG+10%を実現する方法は3種類
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Biodiversity Net Gain Brochure - Natural Englandより
https://naturalengland.blog.gov.uk/wp-content/uploads/sites/183/2022/04/BNG-
Brochure_Final_Compressed-002.pdf

現場（オンサイト）で
再生あるいは創出し
て増やす

別の場所（オフサイト）
から購入、あるいは自
分で再生・創出

最後の手段として法
定の生物多様性クレ
ジットを購入する

割高に！

ハビタットバンク

いわゆる生物多様性クレジット



①オンサイト

• 環境保全の観点からはオンサイトの実施が
望ましい

• オンサイトでの実施が75%になるとの推定も

• オンサイトで創出されたユニットはデータベー
スに登録する必要が無く、管理する自治体の
環境の専門家不足から適切に管理されない
という危惧がある

• オンサイト・オフサイト併せて5400ha/年必要
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②オフサイト その１

• 開発者自らが別の場所で創出

– 会社を作り、自ら利用する一方販売もする例も

• ハビタットバンクなど市場から購入

– 開発者は購入すれば30年間維持の義務がなくなる

– 数千ユニットがすでに市場で調達可能

– 9,000-15,000￡/unit （英国環境省試算）

– 大手では2400haを超える造成準備

– 購入によるオフサイトは全体の35%程度と推定
※habitat bank= mitigation bank
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②オフサイト その２
• 農家の視点から

– イギリスでは農業補助金の減額が実施、補助金に代わる
農業ビジネスとしてハビタットバンクへの期待が大きい

– 地主に20,000-60,000￡/年の収入（Environment bankのサイト）

※日本であれば休耕田での湿地再生などがありうる

• ウェンドリング・ベック模範プロジェクト（800ha）
– クレジットは生物多様性だけでなく，炭素吸収，水質保全，
治水など複数の生態系サービスの販売を目的に実施

– 地域づくりの手段になりうる

– Stacking: 複数の生態系サービスを別々に販売

– Bundling: 複数の生態系サービスをまとめて販売
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https://environmentbank.com/

https://www.greenfinanceinstitute.com/gfihive/toolkit/initial-project-scoping/wendling-beck-exemplar-project/

https://www.greenfinanceinstitute.com/gfihive/toolkit/initial-project-scoping/wendling-beck-exemplar-project/


ミティゲーションバンクの83%は投資家の期待以上

Resource: State of Biodiversity Mitigation 2017

IRR: 内部収益率、お金の時間的な価値を考慮して計算した利回り



生物多様性クレジットのコストの内訳

Resource: State of Biodiversity Mitigation 2017

土地

建設費



③法定生物多様性クレジット

• 10%増をオンサイトでもオフサイトでも実現できない
場合に，最後の手段として政府が用意

• 具体には貴重種の生息場など市場では調達しにく
い場合の購入が想定

• 民間を中心としたハビタットバンクのビジネスの成長
を妨げないように高価に設定

• しかもこの法定クレジットを購入するときは必要なク
レジットが2倍になる

• 法定クレジットに支払われる金額は，クレジットを創
出する政府の自然再生プロジェクト等に活用
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生物多様性を評価する手法は大きく２つ

• 生物種の多様性から評価する
– 種数だけ or 種数＋個体数

– 長所：生物多様性そのものの評価

– 短所：調査コスト、変動性

• 生息場の多様性から評価する
– HEPの考え方、BNG・河川管理でも採用

– 長所：測定容易、土地利用等、既存データ有・共
有

– 短所：生物多様性を直接モニタリングしていない
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英国・ワイヤ川の事例

民間資本とグリーンインフラを活用した流域治水（概要）
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自然洪水管理（natural flood management）



英国のワイヤ川・自然洪水管理プロ
ジェクト
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官民ブレンドファイナンスによる適応ファイナンス

NOTEも
ご覧ください



ワイヤ川事例の概要

• 自然洪水管理（natural flood management）は2010年頃英国で開
始

• ワイヤ川上流域では70haほどのエリアで洪水を貯留し、洪水の
ピーク流量を抑えるために1000以上の対策が実施

• 河川管理者や地方自治体の他、保険会社や上下水道会社も出資

• グリーンファイナンスに関する国家的パイロットプロジェクト：環境
庁、上下水道会社、保険会社、環境財団、NPOなど

• 民間融資：個人投資家は富裕層（HNW）に限定（※一般個人には
リスクが高すぎる）。富裕層は減税措置有（SITR）

• 投資ファンドも通常のファンドでは困難（投資規模が小さすぎる）で、
いわゆるインパクト投資ファンドであるトリオドス銀行など

※ファイナンスデザインがとても大事
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日本の現状

まずは定量化、あわせて制限や仕組みの構築が課題
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ネイチャーポジティブな川づくり

• 河川では1990年から多自然（型）川づくり

• 河川法は「河川環境の整備と保全」が目的（NPを指向）

– 河川水辺の国勢調査による種多様性の把握（世界TOP）
– 河川環境管理シートを活用した河川生息場の定量評価

– 九州地整など一部「流域の生物多様性」を評価する動き

• ２０２４年５月２４日に新提言
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※ネイチャーポジティブな河川管理に向かっている
※オフセット的な仕組みを整える必要性
※生物多様性クレジット的な仕組みも必要となる



河川改修時に湿地を再生
~河川法の目的「河川環境の整備と保全」に取組む~
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※九頭竜川水系日野川（福井河川国道事務所）
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〇流域のネイチャーポジティブの把握
流域ポテンシャルマップ作成（九州地整）

• 現在、4水系で整備

• 鬼倉先生の流域データ
を活用

• 環境DNAを活用すれば
他の水系でも作成可能

参考：遠山 貴之, 鬼倉 徳雄, 光益 慎也, 齋藤 康宏, 一級水系流域における魚類分布予測モデルの構
築と多自然川づくり支援システムの開発, 河川技術論文集, 2019, 25 巻, p. 363-368.



TCFD提言における物理的リスク評価の手引き

• ２０２３年３月に発刊

• 洪水リスク評価の基本的
フローとして、①現在の
洪水リスクの把握（スク
リーニング）、②気候変動
の影響による将来リスク
の評価、③リスクの開示
を提示

• 洪水リスクの把握方法や、
将来のリスク増分を定量
的に評価する方法を提示
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※リスクの官民分担割合をどう示すか
※企業のインセンティブをどう設計するか

出典: https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/tcfd/pdf/tcfd_01.pdf



ネイチャーポジティブな道路事業例

• NEXCO中日本、新東
名におけるJHEP認証
(2021年8月)※

• 伐採した人工林を本
来の広葉樹林に

• 量は減少、質は向上
• 量×質で自然資本UP
※JHEP認証：事業前よりも事業
後の生物多様性が向上
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日本生態系協会JHEP認証サイトより抜粋
https://www.ecosys.or.jp/certification/jhep/case/case93.pdfネイチャーポジティブの実現



まとめ：NPやGFの進展に向けて

• 英国のネットゲインは日本の制度の参考になるがこれまで
の蓄積がかなり違う。

• 生物多様性クレジットを実現するには、なんらかの制限が
必要（※河川は道具もあり、近づいている）

• 国内においてもネイチャーポジティブへの布石が着々

• 河川では河道内と流域のオフセットが検討項目

• ワイヤ川のように洪水対策もブレンドファイナンスを検討

• 都市での推進にはネットゲインのような制限が必要では
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